
2024年度市場取引および余力活用に関する契約開始に

向けた需給調整市場システムのシステム切替について

【報告】

2023年11月9日

送配電網協議会

電力需給調整力取引所

第４３回需給調整市場検討小委員会
第５４回調整力の細分化及び広域調達の

技術的検討に関する作業会 資料４



⚫ 2024年度向け商品追加(二次②、二次①、一次調整力)、複合約定ロジックの
追加他のシステム開発における「システム切替」対応についてご報告。

✓ システム切替に先立ち、新仕様を実装した運用試験を実施予定。
一般送配電事業者（以下、一送）だけでなく調整力提供事業者（以下、事業者）にも
参加いただき、習熟を図る予定。
日時：2024年2月5日(月)～3月5日(火)

✓ MMSの両拠点（メイン、バックアップ）の停止によるシステム切替を実施予定。
一昨年度（2022年度向け）のシステム切替時の不具合の振り返りを踏まえた再発防止
策、ならびに従来よりソフトウェアインストール他の作業量が多いことを考慮し、昨年度までと同
様、利用率の低い夜間帯を選定。
日時：2024年3月12日(火)19時56分～翌13日(水) 7時
（予備日：2024年3月21日(木) 19時56分～翌22日(金) 7時）

✓ 2024年1月19日(金)に説明会を開催し、詳細な予定時間や留意事項を周知予定。

1報告概要
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１．システム切替に向けた準備

２．システム切替方法の概要

３．今回のシステム切替の予定時間

４．事業者への対応依頼事項

５．まとめ



3１．システム切替に向けた準備

◼ 2024年度向け商品追加(二次②、二次①、一次調整力)対応他、主な機能増強概要を
以下に示す。

# 対象機能 主な追加・改修概要

1
電源等データの登録 ✓ 商品区分追加

✓ 余力活用情報追加
✓ 公募契約終了に伴う項目の削除

2 調整力必要量 ✓ 商品区分追加（週間市場）

3 売り入札 ✓ 商品区分追加（週間市場）

4 約定処理 ✓ 複合約定ロジック追加（週間市場）

5
基準値データ ✓ ネガポジ（週間市場）導入に伴う改修

✓ 基準値データ（属地周期・1秒単位）のデータ管理機能追加

6
電源等差替 ✓ 複合約定ロジック追加に伴う，週間市場と三次②市場の差替機能

改修
✓ 事後登録機能の追加（事業者はデータ取得のみ）

7 余力活用情報連係 ✓ 余力情報の取込・編集および出力機能追加

8
個別協議データ ✓ 個別協議データの事後登録機能追加

（事業者はデータ取得のみ）



4

⚫ 運用試験では、一送だけでなく事業者にも参加いただき新しい取引方法の習熟を
図る。

⚫ 円滑な取引開始に向けた最終確認として、運用試験の最終日に「予行演習」を実
施予定。

１．システム切替に向けた準備

運用試験（2月5日～3月5日の平日9時～17時）

事業者ならびに一送が個々に、各種データ登録や画面操作を試験し、新機能を確認。

予行演習（3月5日の9時～17時）

事業者、広域機関、一送による合同での運用試験。
試験内容は、週間市場の一連の取引を一気通貫で実施。
事業者へ本番同様の運用試験である旨を説明し、積極的な参加を依頼予定。



⚫ MMSトラブル時のコンティンジェンシープランについては、現在、「リカバリツール(エクセ
ルマクロ)」を整備済であるが、業務効率化、取引会員への通知の迅速化を目的に、
Webサーバ上で動作する「常時リカバリWebアプリ」の開発に着手しており、2024
年3月の運用開始を予定（事業者と一送による合同での訓練を別途計画）。

5【参考】 MMSトラブル時のリカバリ運用

出所）第89回 制度設計専門会合（2023.9.29）資料7
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⚫ システム切替は、システムを構成するアプリケーションやデータベース、OS、ハードウェ
アを新しい機能に対応したものに入れ替える作業。

⚫ 今回のシステム切替も、昨年度まで（一昨年度、昨年度）のシステム切替と同
様に、短時間でかつ事業者への影響や作業リスクが相対的に低い「両拠点同時停
止」にて実施。

7

メイン拠点

バックアップ拠点 停止

停止 新仕様

新仕様

＜システム切替イメージ＞

現行仕様

現行仕様

両拠点のMMSを停止し、新しい機能に対応したアプリケーションやデータベースのインストール、
新旧の切替（現行仕様 ⇒ 新仕様）、切替後の健全性確認、等を実施

２．システム切替方法の概要

同時停止によりシステムの整合性を担保



⚫ 広域需給調整システム（以下、KJC）は、2023年3月12日に二次調整力②の
商品要件に合わせた5分間隔での運用を開始。2024年4月より需給調整市場に
て広域調達を開始すべく、MMSのシステム切替に同調して、KJCならびにTSO各社
の中給システムを切替予定。

8【参考】 今回のシステム切替に併せた広域需給調整システムの切替

出所）第38回需給調整市場検討小委員会（2023.4.26）資料5
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出所）第26回需給調整市場検討小委員会（2021.11.2）資料5

【参考】 昨年度までのシステム切替方法の詳細（1/2）
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出所）第26回需給調整市場検討小委員会（2021.11.2）資料5

【参考】 昨年度までのシステム切替方法の詳細（2/2）
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⚫ MMSのシステム切替は、一昨年度（2022年度向け）、昨年度（2023年度向
け）に引き続き、今回（2024年度向け）が3回目となる。

⚫ 2022年度向け切替では、複数回実施した事前リハーサルより、本番でのシステム
切替が数時間長かった。これを踏まえ、 2023年度向け切替では、十分な時間を
確保するため、予定所要時間は10時間必要と判断。（なお、2023年度向けは長時間

化が顕在化せず、早期に作業終了）

12３．今回のシステム切替の予定時間

出所）第35回需給調整市場検討
小委員会（2023.1.24）資料5



⚫ 今回のシステム切替では
システム切替に11時間、作業不調時のシステム切戻に6時間必要な見込み。

⚫ 今回は従来のシステム切替よりもソフトウェアインストール作業量、データ移行量が
多く、2023年度向け切替の予定所要時間と比較してシステム切替時間、作業
不調時のシステム切戻時間ともに1時間多くかかる見込み。
（現状は机上検討結果、今後、事前リハーサルで所要時間を精査予定）

13３．今回のシステム切替の予定時間

実施内容 2023年度向け 2024年度向け

システム
切替

バックアップ・データ移行 2時間20分 2時間40分

ソフトウェアインストール 1時間40分 2時間20分

予備 3時間 3時間

健全性確認（必須分） 1時間 1時間

健全性確認（残り分）・システム使用 2時間 2時間

計 10時間 11時間

システム
切戻

(作業不
調時)

データ戻し 1時間50分 2時間10分

旧ソフトウェアインストール 1時間40分 2時間20分

事後確認・システム使用 1時間30分 1時間30分

計 5時間 6時間

これらが終わって
いれば以降
切り戻しはなし



⚫ 作業不調の場合はシステム切り戻しを実施するが、前日市場（三次調整力②）
取引に関する事業者からの入札データを受け付けるために11時までにはシステムが
健全であることが必須、そのため切り戻す場合は遅くとも5時に作業開始が必要。

⚫ 切り戻しの要否の判断は前スライドの「健全性確認（必須分）」まで完了している
必要がある。システム切替予定時間11時間を考慮し、20時（正確には19時56
分）に作業開始することとする。

14３．今回のシステム切替の予定時間

2024/3/12 2024/3/13

19 20 21 22 23 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

システム切替(11時間)

(必要時) システム切戻(6時間)

前日市場（三次調整力②）取引に関する
事業者からの入札データを受け付けるために
11時までにはシステムが健全であることが必須
⇒切り戻す場合は遅くとも5時に作業を開始

する必要あり

健全性確認（残り分）・システム使用
（約2時間）
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⚫ システム切替予定時間は前回までと同様に事業者によるMMSの使用頻度（調整
単価の変更回数）が比較的低い夜間の時間帯を選定しているものの、作業開始
を早めたことで一部使用頻度の高い時間帯も含まれる。事業者にはご不便をおかけ
するが、作業時間を十分に確保せずに切替を行った結果、予想外の作業遅延に対
処できずに翌日の市場取引に支障をきたしてしまった前々回（2022年度向け切
替）のようなことになれば、それ以上に市場取引に影響を与えることになるため、ご
理解・ご協力をいただきながら十分な作業時間を確保する方針にて計画。

３．今回のシステム切替の予定時間

（回）

※MMSのシステムログより採取

調整単価変更回数（2023/6/1～6/30の時間別平均回数）
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17４．事業者への対応依頼事項

⚫ 以下の内容を「2024年度需給調整市場取引開始に向けた説明会」（2024年
1月19日）で事業者に説明予定。

➢ MMSの作業不調時に想定される対処方法
⇒ 前回までと同様の対応とさせていただく。なお、以下の点を詳細に説明。

✓ MMSの作業不調時に想定される対処方法
⇒ 事前に検討しておく作業不調時の対応手順を中心に可能な限り作業を継続実

施するが、
3/13(水)5時の時点で健全性確認（必須分）まで完了しない見込みの
場合は「システム切替作業を中止して切替前の状態に戻し、その上で予備日で
システム切替を再度実施する」。

➢ システム切替中の各種手続きに関する代替手段
⇒ 前回までと同様の対応とさせていただく（具体的には以下の通り）。

✓ 事前審査に用いるデータの取得・登録
⇒ 作業時間を避けた実施

✓ アセスメントに用いるデータの提出（基準値ファイル提出、電源差替の申請）
⇒ システム外で提出（電話またはメール）

✓ 調整単価の提出
⇒ 事前に変更登録（3月12日21時～翌8時のコマは12日19時56分までに変更）
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【参考】 システム切替における各種手続きの代替手段（1/2）

出所）2024年度需給調整市場取引開始に向けた説明会（2023.7.27）資料1
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【参考】 システム切替における各種手続きの代替手段（2/2）

◼ 今回予定のシステム切替作業では、3月12日21:00のコマ～3月13日8:00のコマまでの調
整単価を変更する場合、3月12日19時56分までにMMSでの変更登録をお願いします。
(なお、調整単価は、実需給日の21日前からMMSに登録が可能)

◼ 8:30のコマからはシステム切替終了後からGC前(実需給1h前)までの変更が可能になります。

19:30
コマ

20:00
コマ

20:30
コマ

21:00
コマ

7:00
コマ

7:30
コマ

8:00
コマ

8:30
コマ

システム切替時間

20:30コマの
ゲートクローズ

21:00コマの
ゲートクローズ

21:30コマの
ゲートクローズ

8:00コマの
ゲートクローズ

8:30コマの
ゲートクローズ

21:0020:00 20:30 9:008:308:007:307:0019:30

GC

GC

GC

GC

21:30

GC

変更登録前倒しを
お願いします



20

１．システム切替に向けた準備

２．システム切替方法の概要

３．今回のシステム切替での予定時間

４．事業者への対応依頼事項

５．まとめ



21

⚫ 2024年度からの市場取引他に向けた新機能追加のため、2024年3月12日19
時56分～翌13日7時で、昨年度同様にMMSの両拠点同時停止にてシステム切
替を実施する予定です。

⚫ システム切替にあたっては、一昨年度（2022年度向け）のシステム切替の不具
合の振り返りを踏まえた再発防止策、ならびに従来よりソフトウェアインストール他の
作業量が多いことを考慮し計画するとともに、切替手順書の検証や事前リハーサル
を実施し、市場取引に影響を与えないよう万全を期してまいります。

⚫ また、市場運営者として、引き続き、MMSの障害時においても市場を停止させない
こと（事業継続）を第一とし、コンティンジェンシー対応の一層の習熟に取り組んで
まいります。

⚫ 引き続き、安定的な市場取引および透明性・公平性の高い市場運営を実現する
よう努めてまいります。

５．まとめ



222024年度需給調整市場取引および余力活用に関する契約に向けた
説明会の開催について

2024年度需給調整市場取引および余力活用に関する契約に向けた需給調整市場システム説明会を開催予
定です。

＜日時＞ ・2024年1月19日（金）10時～12時

＜開催方法＞・オンライン（Webex）

＜内容＞ ・2024年度需給調整市場取引および余力活用に関する契約に向けたスケジュールについて

対向・運用試験：2024年2月5日(月)～3月5日(火)

システム切替 ：2024年3月12日(火)20時～13日(水)7時

（予備：3月21日(木)20時～22日(金)7時）

※ 予備日については、7月27日の事業者向け説明会で提示した日程を変更。
説明会参加事業者には連絡済。また、送配電網協議会のホームページにも掲載済。

・需給調整市場システム操作手順書の改定内容について

・運用試験、予行演習試験の実施方法について

・需給調整市場システム切替時ならびに切替後の周知・依頼事項について

＜対象者＞ ・需給調整市場の取引会員さま

・需給調整市場への参加を検討されている事業者さま

・余力活用に関する契約の締結を検討されている事業者さま

・調整力公募へ参加済もしくは参加を検討されている事業者さま(2024年度からは沖縄のみが対象)

＜募集方法＞・送配電網協議会ならびに一般送配電事業者のホームページに案内を掲載

【申込期間】 2023年12月11日（月）～2024年1月16日（火）24時

【申込みサイト】 https://www.tdgc.jp/j_information/2023/12/11_0955.php
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～以下参考～

「一昨年度（2022年度向け）システム切替の

振り返りと再発防止策」



⚫ 一昨年度のシステム切替（三次調整力①取引機能の追加、他）振り返り

✓ 新機能のインストールがリハーサル想定より時間がかかる状況が発生

✓ リトライの検討に時間を要し、当初予定していた切替終了時刻（6時）より遅れが生じ
る見込みとなり、

✓ 作業中止の判断も検討したものの、MMSのシステム切替に同調して実施していた事業
者のシステム対応への影響も考慮し、

✓ 翌日12時からの三次調整力②の取引きに影響を与えないよう、作業内容を途中で変
更し、三次調整力②の機能に限定してインストールを実施。

✓ その際に、三次調整力②の約定処理に必要な一部のデータが正しく反映されず、約定
不良が発生。

24一昨年度（2022年度向け）のシステム切替の振り返りと再発防止策

3/15 3/16

スポット市場

12時 16時 20時 0時 4時 8時8時

三次②市場入札

時間前市場
(開始)

切替作業
(MMS停止)

12時 16時 20時

スポット市場

三次②市場入札

三次②市場入札

計画
22:56

22:56

6:00

実績

その他
市場

8時

時間前市場
(開始)

三次②市場入札
切替作業
(MMS停止)

7:14 9:00切替作業(MMS停止なし)



⚫ 一昨年度のシステム切替の振り返りを踏まえ、以下の通り見直しを実施。

25

振り返り事項 再発防止策

新機能のインストールに、リハーサル
時の想定より長時間かかった。

十分な作業時間の確保
(インストール作業には昨年度の作業時間の想定
差異の実績を加味した時間を確保)

一部作業の遅延・不調が発生した
際の対応策の事前検討が不十分

事前にリトライ方法を検討・整備
(作業不調時に速やかにリトライをかけられるよう手
順を整備)

作業中止の判断基準が不明確で
あったため、調査に時間を要し、対応
が遅れた。

作業不調時の対処方針明確化
(予定時刻に作業完了しない状態で作業中止の
判断を先送りしないよう、予め設定した時間で調査
を打ち切る判断基準を明確化)

作業不調時に切戻すことの影響を
事業者に十分説明できていなかった
(結果として, 作業中止が実質、極
めて困難な状況となった。)

早い段階からの事業者への周知
(作業中止・予備日での再実施の可能性も踏まえ、
MMSの切替に同調しない切替方法の検討をお
願い）

一昨年度のシステム切替の振り返りと再発防止策
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出所）第64回制度検討作業部会（2022.4.25）資料5-1

一昨年度（2022年度向け）のシステム切替の結果報告（1/5）
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出所）第64回制度検討作業部会（2022.4.25）資料5-1

一昨年度（2022年度向け）のシステム切替の結果報告（2/5）
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出所）第64回制度検討作業部会（2022.4.25）資料5-1

一昨年度（2022年度向け）のシステム切替の結果報告（3/5）
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出所）第64回制度検討作業部会（2022.4.25）資料5-1

一昨年度（2022年度向け）のシステム切替の結果報告（4/5）
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出所）第64回制度検討作業部会（2022.4.25）資料5-1

一昨年度（2022年度向け）のシステム切替の結果報告（5/5）


